
回 覧
令 和 6 年 ¦ ¦ 月 吉 日

高 田 地 区 の 皆 様 へ

若 宮 八 幡 社 宮 総 代 会 会 長 得 丸 清 治

宮  司 廣 瀨 詔 子

伊 勢 神 宮 の 御 神 札 ( 耗 宮 大 麻 ) の 舫 君

並 び に 新 年 家 祈 祷 に つ い て

錦 秋 の 候 、 益 な ご 清 栄 の こ と と 拝 察 申 し 上 げ ま す 。 氏 子 の 皆 様 に は 、 日 頃 よ り

若 宮 八 幡 社 の 護 持 運 営 に 何 か と ご 配 意 並 ぴ に ご 理 解 を 賜 り 、 深 謝 申 し 上 げ ま す 。

さ て 、 新 年 を 迎 え る に あ た り 伊 勢 神 宮 の 御 神 札 ( 神 宮 大 麻 ) の 頒 布 に つ い て ご 案 内

致 し ま す . 御 神 札 を 受 け 、 I 年 間 の 「無 病 息 災 」 「家 内 安 全 」 「家 内 繁 栄 」 と、 な お

一 層 の ご 加 護 を 戴 き ま し ょ う 。

だ い た い ま

大 大 麻

高  30 . 5cm

幅  10 . 5 c m

厚  0 . 9 c m

旦, 。 0 0 円

ち !> う れ い ま

中 大 麻

高 2 5 c m

幅  7 . 5 c m

厚  0 . 5 5

土 ! 0 0  円

今 年 か ら 可 能 な 方 は ぜ ひ 、若 宮 八 幡 社 の 社 頭 に て 各 自 く 神 宮 大 麻 をー

お 受 け く だ さ い 。 ( 授 与所 の 開設 期 間 は 2 枚 目 を ご覧 くだ さ い) , 神 宮 大 麻 を

自 宅 0 画 け て も ら い た い 方 は 、 3 枚 目 の 申 込 用 紙 に 必 ず ご 記 入 く だ

さ い 。 ま た 、神 義 に よ る 祈 祷 を 自 宅 で 受 け た い 方 も お 申 込 好 く だ さ い 。

若 宮 八 幡 社 T E L  0 9 7 ( 5 2 7 ) 4 6 0 3

F A X  0 5 0  ( 3 5 8 8 ) 0 7 5 0

e - m a i l  t aka t a no wa k a miy a s a ma@g mail .c o m

宮 総 代 会 会 長 得 丸  清 治 T E L  0 9 7 ( 5 2 1 ) 0  1 1 1
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神 官 大 麻 を 受 け る ニ t
天 照 大 神 様 の 新 し い 力 を

家 に お 迎 え す る ビ い う 二 ど

、  神 宮 大 麻 ビ は … 日 本 の 総 既 神 様 で あ る 伊 勢 神 宮 の 制 神 札 で す

総 氏 神 様 で あ ¢>1? ¢ 神 寓 の 御 神 札 と 、 氏 神 さ ま で あ る 若 宮 様 の 御 神 t L を

合 わ せ て お 祀 り す 為 こ t r , 一 層 の 御 神 咸 を 戴 く こ ど が で き ま す .

2 . 神 宮 大 麻 を 受 け る 方 法

① 神 宮 大 磨 は 12/ 2$ ～ 1あ じ い け T\ 若 宮 八 幡 社 の 授 与 所 で 頒 布 し て 治 り

ま す ( 但 し 、 年 内 ¦ ±午 賊 申 の み ) , 可 純 な 方 壮 ぜ ひ 各 自 て お 登 け く だ さ い .

② 神 宮 大 麻 を 自 宅 に 届 け て も ら い た い 方 の 申 込 る は 、 3 枚 昌 の 申 込 書 へ の

記 入 で 承 り ま す , 申 込 者 へ の 瀬 布 は 咎 地 区 の 宮 璃 代 が 行 な い ま す .

I や ? I と 斗

新 年 家 和 祷 ど は • 求 庭 で 斎 行 す る 新 年 の 祈 祷 の こ と

で あ リ 、 自 宅 と 家 族 の ¦ 年 間 の 無 事 と 幸 福 を 祈 る 神 事 で す

\

新 年 家 祈 襦 を 受 け る 方 法  以 下 の ① ～ ③ の 方 法 が ら 選 ぶ ご ビ が で き ま す

① 申 込 み の あ ラ た 各 自 宅 を 神 職 が 訪 れ 、 軌 リ 行 う T  3 枚 目 の 申 込 書 に 訪 入

② 各 自が 社 頭 ( 若 メ 、情 社  拝 殿 ) に 卷 べ し , 祈 祷 を 受 け る

•  元 旦 は 。時 ～ 1 7 時 ま で 予 約 な して い っ て も 受 付 け 可 能

f  け 2 以 降 に つ い て は 、 若 官 八 幡 社 ま で 電 話 予 樹 を

③ 「新 年 家 祈 祷 j を 軌 リ 行 づ た 御 神 札 を 、 郵 送 に て 自 宅 で 受 け 取 る

- + 12/ 20 ま で に 代 表 者 氏 名 ( ふ リ ザ な 付 ぎ ) ビ住 所 を 明 記 し、 戚 接

若 富 へ 幡 社 ま で お 申 し込 み く だ さ い 七祈 祷 後 , 自 宅 へ 郵 送 し ま す .

授 与 所 の 開 ! ¢ 期 間 に つ い て ［■- - - ' - -

12/ 28 - 1/ 5 め ［« は 授 与 所 を 開 設 し、 新 年 の 飾 林 札 や 鬱 守 を 殖 布 し て お り ま す 。

12 / 2 8 - 12 / 3 ¢ 8 時 ～  ( 2 時

1/ ¦ 0 時 ～ 1 7 時

1/ 2 - 1/ 5 8 時 ～ 1 7 時
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神 宮 大 麻 • 新 年 家 祈 祷 ( 自 宅 訪 問 ) 申 込 書 ［ 】 班  宮 総 代 ］ )

神 宮 大 麻 を ご 希 望 の 方 は 、氏 名 ど 必 要 な 数 を 記 入 しで くだ さ い 。ま た 、自 宅 で の 新 年 家 祈 禱 を 希 望 さ れ る 場 合 は 〇 を ご 記 入 くだ さ い 。

新 年 家 祈 祷 ( 自 宅 訪 問 に よ る 祈 祷 ) 日 程

3 / 3、 班 長 は 童 望 蜜 が い な く て も 自 治 会 長 に 渡 し て く だ さ い 。 ・ 率 事

例 年 希 望 者 の あ る 班 を 日 程 に 入 れ て い ま す の で 、上 記 日 程 に 入 っ

て い な い 班 も あ り ま す 。ご 希 望 の お 宅 に は も ち ろ ん お 伺 い し ま す 。

ま た 、上 記 日 程 で ご 都 合 の 悪 い 方 も 日 時 調 整 を 致 し ま す の で 、お 宮

ま で 直 接 ご 連 絡 くだ さ い 。

今 年 度 か ら は 、基 本 的 に 宮 総 代 の 案 内 を 付 け ず に 神 職 の み で 回 り

ま す の で 、ご 了 承 くだ さ い .

胸 年 との 相 違 点 ¦ 神 宮 大 麻 を 若 宮 八 幡 社 に 参 詣 し て 直 接

受 け られ る 方 は 、 新 年 家 祈 祷 の み の 希 望 と な り ま す 。

林 宮 天 威 新 年 宗 祈 禱

氏  名 小 大 麻

心 〇円

中 大 麻

1400 円

大 大 麻

2000 円

( 自 宅 訪 問 )

希 望 者

( 例 ) A a  △ △ 1 〇

( 例 ) △ △ △ △ 〇

1 月 3 日 ( 金 ) 8 0  0 - 1 2 3  0 関 門

1 4  日 ( 土 ) 8 0  0 - 1 2 3  0 堂 園

8 〇 〇 ～  q 3  0 天 神 、 西 小 路

1 月 5 日 ( 日 ) q 3  0 ～ 1 I 0  〇 板 屋 、 横 小 路

} 1 0  0 - 1 2 0  0 岩 丸 、 二 本 木

1 月 6 日 ( 月 ) 8 0  0 - 1 2 3  0 亀 甲

1 n  ワ 日 ( 火 )
8 0  0 - ( 0 3  0 鶴 瀬

1 0 3  0 - 1 2 0  0 下 後 丸

1 月 8 日 ( 水 ) 8 3  0 ～ 1 1 0  0 上 徳 丸

1 月 g 日 ( 木 ) 8 3  0 - 1 0 0  0 常 行 東

1 月 ¦ 0 日 ( 金 ) 8 3 0 - 1 1 3  0 南 ( 南 組 )

№ 1 1 日 ( 土 ) 8 0  0 - ¦ ¦ 0  0 南 ・補 ノ鶴は例年 通 り


